
 

 

登 録 速 報 

 

 

農 薬 名：クミアイ コルト顆粒水和剤（登録番号：第 ２２７９８ 号） 

種 類 ・ 含 有：ピリフルキナゾン（２０．０％） 

新 規 登 録 月 日：平成２２年１０月２０日 

新 規 登 録 内 容： 

 

（適 用） 

作物名 適用害虫名 希釈倍数 使用液量 使用時期 
本剤の 

使用回数 

使用

方法 

ﾋﾟﾘﾌﾙｷﾅｿﾞﾝを 

含む農薬の 

総使用回数 

かんきつ 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 4000 倍 

200～700 

L/10a 

収穫前日 

まで 
3 回以内 

散布 

3 回以内 

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 
3000 倍 

ﾔﾉﾈｶｲｶﾞﾗﾑｼ 2000～3000 倍 

ｱｶﾏﾙｶｲｶﾞﾗﾑｼ 2000 倍 

りんご 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

3000～4000 倍 

なし 
4000 倍 

ｸﾜｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ 3000～4000 倍 

もも 

ネクタリン 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 4000 倍 

かき ﾌｼﾞｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ 2000～3000 倍 

ぶどう 
ｺﾅｶｲｶﾞﾗﾑｼ類 

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 
3000 倍 

茶 

ｸﾜｼﾛｶｲｶﾞﾗﾑｼ 

2000～3000 倍 

1000L/10a 
摘採 7 日 

前まで 
2 回以内 2 回以内 ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 

200～400 

L/10a 

ばれいしょ 
ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

4000 倍 

100～300 

L/10a 

収穫前日 

まで 

3 回以内 3 回以内 

いちご 
3000～4000 倍 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

4000 倍 

トマト 

ミニトマト 

なす 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 

ピーマン ｺﾅｼﾞﾗﾐ類 2 回以内 2 回以内 

きゅうり 

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類 3 回以内 3 回以内 
キャベツ 

3000～4000 倍 

レタス 

非結球レタス 

収穫7日前

まで 

 



【使用上の注意事項】 

●散布量は、対象作物の生育段階、栽培形態及び散布方法に合わせて調整すること。 

●本剤は植物体への浸透移行による効果は弱いので、かけ残しのないように葉の表裏に十分散布すること。 

●ミツバチに対して影響があるので、以下のことに注意すること。 

○ミツバチやその巣箱及びその周辺にかからないようにすること。 

○受粉促進を目的としてミツバチ等を放飼中の施設や果樹園等では使用をさけること。 

○養蜂が行われている地区では周辺への飛散に注意する等、ミツバチの危害防止に努めること。 

●蚕に対して影響があるので、周辺の桑葉にはかからないようにすること。 

●本剤の使用に当っては、使用量、使用時期、使用方法等を誤らないように注意し、特に初めて使用する場

合には病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望ましい。 

●適用作物群に属する作物又はその新品種に本剤をはじめて使用する場合は、使用者の責任において事前に

薬害の有無を十分確認してから使用すること。なお、病害虫防除所等関係機関の指導を受けることが望ま

しい。 

 

【人畜に有毒な農薬については、その旨及び解毒方法】 

●誤飲、誤食などのないよう注意すること。誤って飲み込んだ場合には吐き出させ、直ちに医師の手当を

受けさせること。本剤使用中に身体に異常を感じた場合には直ちに医師の手当を受けること。 

●本剤は眼に対して刺激性があるので眼に入らないよう注意すること。眼に入った場合には直ちに水洗し、

眼科医の手当を受けること。 

●散布の際は農薬用マスク、手袋、長ズボン・長袖の作業衣などを着用すること。作業後は手足、顔など

を石けんでよく洗い、うがいをするとともに洗眼すること。 

●かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意すること。 

 

【水産動植物に有毒な農薬については、その旨】 

●水産動植物(甲殼類)に影響を及ぼす恐れがあるので、河川、養殖池等に飛散、流入しないよう注意して

使用すること。 

●使用残りの薬液が生じないように調製を行い、使い切ること。散布器具及び容器の洗浄水は、河川等に

流さないこと。また、空容器、空袋等は水産動植物に影響を与えないよう適切に処理すること。 

 

 

以 上 


